
p10-

12

安全・安心なまちづくりに向けて

確定申告は３月１５日まで

p 8-

9

p16 使いやすい地域交通の
充実に向けて

Photo ● 雨の中を勢いよく駆け抜ける選手ら（甲賀市民駅伝競走大会 中学生の部男子）

今号のどこかに拙者が
隠れているでござる！

せっしゃせっしゃ

同じ色の
たぬきを
探してね！

広報

甲賀流忍者の魅力を発信せよ
p2-7

特          集

無料アプリ「マチイロ」で
スマホから甲賀市の情報をチェック！
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観
光
客
は
、
飲
食
店
や
土
産
物
店
、
宿
泊
施
設
、

交
通
機
関
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を
利
用
し
ま
す
。

市
内
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
す
る
と
、
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
が
活
性
化
し
、
雇
用
の
創
出
や
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
な
ど
甲
賀
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
観
光
は
高
い
「
経
済
波
及
効
果
」

を
生
む
こ
と
が
で
き
る
総
合
産
業
で
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
縮
小
し
、

雇
用
も
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
若
年
層
の
転
出
増
加
や

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
非
常
に

重
要
な
分
野
と
い
え
ま
す
。

　
忍
者
は
、
国
内
外
か
ら
の
認
知
度
が
非
常
に
高
く
、

特
に
今
後
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
と
、
世
界
中

の
注
目
が
集
ま
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
観
光
資
源
と
し
て
の
「
忍
者
」
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
幅
広
い
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
特
に
最
近
で
は
、
外
国
人
観
光
客
に
向
け
、
日
本

の
あ
ち
こ
ち
で
忍
者
を
使
っ
た
観
光
施
設
等
が
で
き
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
甲
賀
市
の
強
み
は

「
か
つ
て
実
際
に
忍
者
が
存
在
し
た
地
域
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
物
の
忍
者
、
リ
ア
ル
な
「
甲
賀
流
忍
者
」

を
前
面
に
押
し
出
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
集
客
に
つ
な
が
り
ま
す
。

魅力を発信せよ
忍務

忍務

特特    集集

甲賀流忍者の甲
　

甲
賀
市
は
忍
者
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
に
は
「
忍
び
の

里　
伊
賀・甲
賀
―
リ
ア
ル
忍
者
を
求
め
て
―
」が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
２
５
年
の
大

阪
万
博
な
ど
こ
れ
か
ら
の
世
界
中
が
注
目
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、
甲
賀
市
を
ま
す
ま

す
盛
り
上
げ
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

　
日
本
中
、
世
界
中
へ
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
甲
賀
流
忍
者
」
の
魅

力
を
特
集
し
ま
す
。

な
ぜ
観
光
振
興
に

�

力
を
入
れ
る
の
？

な
ぜ「
忍
者
」を

�

活
用
す
る
の
？

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
忍
者
関
連
商
品
を
揃
え
て
お

り
、
他
に
は
な
い
返
礼
品
と
し
て
好
評

で
す
。

◦
甲
賀
流
忍
者
衣
装 

長
袖
・
半
袖

◦
手
裏
剣
５
枚
セ
ッ
ト

◦
甲
賀
の
里　
忍
術
村

　
入
村
券
・
貸
衣
装
券
・
手
裏
剣
体
験
（
２
名
分
）

そのその

11 甲賀流忍者の人気を調査せよ

大阪府池田市が甲賀流忍者に注目
「池

い け

田
だ

忍
に ん

者
じ ゃ

甲
こ う

賀
か

衆
しゅう

」が甲賀市で忍者修行

　忍者ショーなどのＰＲ活動を行っている
大阪府池田市職員の有志「池田忍者甲
賀衆」が１２月１４日、忍者の本場甲賀市
を訪れ、忍者としてのレベルアップを図
るとともに、交流を深めようと、「忍者
修行」を行いました。
　池田忍者甲賀衆は、かつて池田市に
「甲

こ

賀
か

谷
たに

町」という地名があったことか
ら、「甲賀忍者と関係があったのでは」
と考え、忍者で観光客を呼び込もうと
結成されました。

ふるさと「甲賀市」を盛り上げたい
オリジナル忍者衣装の製作に挑んだ
丸越むらき　代表　村

む ら

木
き

慶
け い

太
た

郎
ろ う

さん

　忍者衣装を作っているところが
市内になく、観光協会から依頼さ
れたことが、忍者衣装を作り始め
たきっかけです。できるかできない
か分からない段階で、ふるさとであ
る甲賀市が盛り上がるなら、少しで
も地元に貢献できればという思い
で引き受けました。
　こだわった部分は、気軽に着れ
るように、忍者衣装のパーツをでき
るだけ少なく、４点にしたことと、
胸の「甲賀流」という文字を書道の
先生に書いていただいたことなど、
他にもたくさんあります。１からオ
リジナルで忍者衣装を作るにあた
り、縫製屋さんとのやりとりが最も
苦労しました。普段は小売で、商
品の製作はしていないため、もの
づくりの大変さを感じました。

　また、ふる
さと納税の
返礼品という
ことで、日本製にもこだわっていま
す。製作に関する全ての工程が地
元でできれば一番いいですね。
　甲賀市には忍者だけでなく、信
楽焼やお茶など宝がたくさんありま
す。日本遺産に認定され、国内外
から注目される
「忍者」をきっ
かけに、甲賀市
を訪れていただ
き、その他の魅
力も知ってもら
えればと思いま
す。

▲� 「甲賀の里　忍術村」で手裏剣投げや水
みず
蜘
く
蛛
も
など本格的な修行や、甲賀市

役所で忍者の末裔であり甲賀忍術研究会の渡
わた
辺
なべ
俊
とし
経
のぶ
さんから、甲賀流忍者

の歴史や実態を学ぶ池田忍者甲賀衆の皆さん

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
忍
者
関
連
商
品
も
好
評

にんむ
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忍者を使った観光振興のためには
楽しさと甲賀市にしかないリアルな忍者で観光客に感動を

く
ノ
一
に
な
る
た
め
山
口
県
か
ら
移
住

甲
賀
市
を
盛
り
上
げ
、
多
く
の
人
に
甲
賀
流
忍
者
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

 甲賀忍術研究会　渡
わ た

辺
な べ

俊
と し

経
の ぶ

さん

く
ノ
一　

Ｋか

な

み

ん

ａ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
さ
ん

　今後、甲賀市が忍者を使って観光を振興してい

くには、甲賀市にしかないものを積極的に出してい

くことが必要です。

　甲賀市はかつて本物の忍者が暮らしていたまち

です。 忍者の修験の行場である飯
はん

道
どう

山
さん

や岩
いわ

尾
お

山
さん

、

今も市内に残る城跡など、忍者が実際にいた痕跡

が残っています。後づけの忍者屋敷は日本各地に

あっても、これらは甲賀市にしかありません。これ

らの甲賀市にしかないもの、「本物」「リアル」な

部分をもっと使っていくべきだと思います。

　しかし、楽しさがないと人は集まってきません。

まずは楽しそうであること、そして訪れてみると、

リアルな甲賀流忍者の姿から、何かに気づかされ、

感動させられるような施設があるといいと思います。

　

も
と
も
と
歴
史
、

な
か
で
も
忍
者
に
興

味
が
あ
り
、
忍
者
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い
、
忍
術

村
に
連
絡
し
て
、
13

年
ほ
ど
前
に
甲
賀
市

に
来
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
は
実
際
に
忍
者
が
住
ん
で
い

た
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
学
べ
る
こ
と
、

知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自

分
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、
身
近
な
と
こ

ろ
に
忍
者
に
関
係
す
る
場
所
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
を
知
る

と
よ
り
一
層
忍
者
に
興
味
が
湧
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
な
ど
で
忍
者
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
忍
術

村
で
働
く
こ
と
で
、
忍
者
の
見
え
方
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
ど
れ
が
本
当
か
分
か
ら
ず
、
そ

ん
な
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
部
分
が
お
も
し

ろ
く
、
惹
か
れ
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
も

増
え
て
い
て
、
な
か
に
は
、
日
本
人
以

上
に
忍
者
の
知
識
を
持
ち
、
リ
ア
ル
な

忍
者
像
を
求
め
て
、
忍
術
村
を
訪
れ
る

方
も
多
く
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年

の
甲
賀
の
里
忍

術
村
主
催
「
ミ

ス
く
ノ
一
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
」

で
準
グ
ラ
ン
プ

リ
に
な
り
、
昨

年
の
４
月
に
地
元
山
口
県
か
ら
甲
賀
市
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

甲
賀
市
に
住
ん
で
い
る
伯
母
か
ら
薦
め
ら
れ

ま
し
た
。
着
物
な
ど
和
風
の
も
の
が
好
き
で
、

ま
た
体
を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
な
の
で
、

惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
受
け
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、「
忍
者
」
と

「
信
楽
焼
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
そ

の
事
に
深
い
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
何
か
私
に

も
っ
と
「
忍
者
」
の
P
R
が
で
き
な
い
か
、

甲
賀
市
を
盛
り
上
げ
た
い
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
短
大
で
は
保
育
を
専
攻
し
、
保
育
士

や
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
も
取
得
し
て
い
た
の

で
、
卒
業
後
の
進
路
に
は
と
て
も
悩
み
ま
し

た
が
、
人
生
は
一
度
き
り
、
今
の
自
分
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
、
甲
賀
市
で
忍
者
の

P
R
活
動
を
す
る
方
向
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
月
に
数
回
で
す
が
、
忍
術
村
で
観

光
に
来
ら
れ
た
方
へ
の
施
設
案
内
や
、
あ
い
コ

ム
こ
う
か
の
番
組
で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
お
声
が
か
か
れ
ば
積
極
的
に
活
動

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大
阪

万
博
な
ど
、
海
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、
も
っ
と
甲
賀
市
を
盛

り
上
げ
、
多
く
の
方
に
甲
賀
流
忍
者
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
観
光
バ
ス
が

何
台
も
や
っ
て
き
て
、
い
つ
も
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
な
ま
ち
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

忍務
そのその

22
多くの人を惹きつける
甲賀流忍者の魅力を探れ

ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
忍
者
だ
っ
た

忍
者
の
末
裔

渡わ
た
な
べ辺
俊と

し

経の
ぶ

さ
ん
に
聞
く

知
っ
て
お
き
た
い
忍
者
の
こ
と

　
忍
者
の
末
裔
で
あ
る
甲
賀
忍
術
研
究
会

の
渡
辺
俊
経
さ
ん
に
甲
賀
流
忍
者
の
基
礎

知
識
や
忍
者
を
使
っ
た
観
光
振
興
に
つ
い
て

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

時
代
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
忍

者
が
最
も
活
躍
し
た
時
代
で
言
え
ば
、

「
甲
賀
流
忍
者
」
は
、
甲
賀
武
士
が
も

の
す
ご
い
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
と
き

に
呼
ば
れ
た
名
前
と
言
え
ま
す
。

　
1
4
8
7
年
に
近
江
の
守
護
で
あ
っ

た
六ろ

っ

角か
く

高た
か

頼よ
り

の
勢
力
拡
大
に
対
し
、
足

利
幕
府
９
代
将
軍
義よ

し

尚ひ
さ

自
ら
軍
を
率

い
て
近
江
に
攻
め
入
り
ま
し
た
（
鈎ま

が
り

の

陣じ
ん

）。
開
戦
後
す
ぐ
に
甲
賀
の
山
中
に

逃
げ
込
ん
だ
六
角
勢
を
甲
賀
武
士
が

ゲ
リ
ラ
戦
や
夜
襲
を
か
け
て
守
り
、
圧

倒
的
多
数
の
幕
府
軍
を
撃
破
し
ま
し

た
。
後
に
、
故
郷
に
戻
っ
た
幕
府
軍
の

武
士
た
ち
が
「
甲
賀
に
は
す
ご
い
忍
び

（
忍
者
）
が
い
る
」
と
語
り
、「
甲
賀

流
忍
者
」
の
名
が
世
に
広
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
武
士
た
ち
は
大
名
に
仕
え
る
の

で
は
な
く
、「
甲こ

う

賀か

郡ぐ
ん

中ち
ゅ
う

惣そ
う

」
と
い
う

自
治
組
織
を
営
み
、
お
互
い
が
寄
り

合
っ
て
自
治
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
指
揮
官
が
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

機
敏
に
行
動
が
で
き
る
の
は
、
一
人
ひ

と
り
の
能
力
が
高
く
、攻
撃
す
る
の
も
、

逃
げ
る
の
も
自
分
で
判
断
す
る
力
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
そ

の
場
で
自
己
判
断
が
で
き
る
、
そ
れ
が

甲
賀
流
忍
者
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
。

甲
賀
流
忍
者
っ
て
何
者
？

甲
賀
流
忍
者
は

�

何
が
す
ご
い
の
？

インタ
ビューインタ

ビュー

インタ
ビュー

▲飯道山の護摩修行

▲甲賀流忍者が修行をしたと伝わる岩尾山の奇岩

▲甲賀流忍者大祭で司会を務める
Kanaminさん

ミステリアスな忍者に惹かれ移住
実際に忍者が住んでいたまち甲賀だからこそ
� 学べることがある

甲賀の里忍術村スタッフ　木
き

村
む ら

亮
りょう

太
た

さん

インスタグラムで忍者の魅力を発信中
＠kunoichi.kanami

忍者の魅力に惹かれ、県外から移住した２人の方にお話を聞きました。

4［No.327］2019.2.1［No.327］2019.2.15



忍務
そのその

33
市内にある
忍者ビジネスを探せ

忍
者
の
日

特
別
給
食

　
市
内
の
幼
・
保
・
小
・
中
で
忍
者
の

日
特
別
献
立
の
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

◦
実
施
日　
２
月
22
日（
金
）

甲
賀
流

忍
者
図
書
コ
ー
ナ
ー

　
忍
者
っ
て
何
者
？
忍
者
の
仕
事
や
役

割
な
ど
、
忍
者
関
連
の
本
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◦
実
施
日　
２
月
22
日（
金
）ま
で

　
10
時
～
18
時

◦
場
所　
市
内
各
図
書
館

※
県
外
で
も
甲
賀
流
忍
者
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

２
月
22
日
忍
者
の
日
か
ら

忍
者
フ
ォ
ト
ボ
ー
ド
が�

�
市
役
所
に
出
現

　
皆
さ
ん
の
記
念
日
を
忍
者
と
信
楽
焼

た
ぬ
き
が
お
祝
い
し
ま
す
。

バ
ー
ス
デ
ー
ボ
ー
ド

　
身
長
を
計
れ
る
目
盛
り
が
あ
り
、
お

子
さ
ん
の
成
長
の
記
録
を
写
真
で
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ボ
ー
ド

　
結
婚
記
念
日
や
甲
賀
市
に
転
入
し
た

日
、
い
ろ
ん
な
記
念
に
写
真
を
撮
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　２月の忍者月間に、さまざまな
企画を実施します。

2月は忍者月間

●
問
い
合
わ
せ
●

観
光
企
画
推
進
課　
観
光
企
画
推
進
係

☎
６
９‐２
１
9
0　

 

Ｆax
６
3‐４
０
８
７

　忍者のまち甲賀市を盛り上げようと作られた忍者を使った商品やお店を紹介します。ここで紹介しているもの
以外にも、忍者に関連する商品やスポットが市内にはたくさんあります。皆さんの身の回りに潜む忍者を探して
みてください。

　壁には手裏剣、トイレには手裏
剣型の蛇口など店内には忍者の
仕掛けがたくさんあります。

　旧宮村（甲南）の特産である
玄米もち米やかぼちゃ玉「兵糧
丸」入りのグラノーラです。

　口の中で一瞬にしてなく
なる食感が、忍者をイメー
ジさせるお菓子です。

　ヨモギやユズ、シソ等も入れ
た手裏剣型のお餅です。

　忍者に深く関わりのある薬
を取り扱う会社であるからこ
そ、忍者のまち甲賀市を盛り
上げたいと考案されました。

甲賀流忍者グラノーラMIYAMARU
パティスリーミア
甲南町野川８３５
営業時間◦11時～17時　月火定休
http://mammamia-project.jp/patisserie.html

甲賀流忍者朱印帳
　忍者にゆかりのある市内
１４社寺の朱印を集められる
巻物型の朱印帳です。

甲賀市観光協会
☎６０-２６９０　Ｆax６０-２３６２
http://www.koka-kanko.org

甲賀流白玉爆弾ポルポローネ
　忍者が姿を消す際に用いるけむり
玉をイメージした酒粕のお菓子。黒
いパッケージは手裏剣をイメージし
ています。
 
田中酒造㈱
☎８８-２０２３　Ｆax８８-２２６１
http://harunomine.com/

純米吟醸「忍者」� �
   　無ろ過生原酒

　蔵から半径１㌔圏内で栽培さ
れた酒米を使用した地元産の
お酒です。

忍者バーガー・忍術うどん・
　 忍者餃子

　忍者がいるパーキングエリア。ト
リックアートや忍者フードのほか、忍
者グッズや展示
もあります。

甲南パーキングエリア
甲南町杉谷２２８１
☎８６-８１８８　Ｆax８６-８３０３
http://www.kounan-pa.jp/

甲賀流忍者
㈲菓子長
（野田本店）甲南町野田５９４-４
☎８６-０００１
http://www.kashicho.com/

手裏剣もち
㈲甲賀もち工房
甲賀町小佐治２１２１-１
☎８８-５８４１
http://www.koka-mochi.jp/

古民家れすとらん　忍夢庵
甲南町竜法師１１２０
営業時間◦11時～21時30分（最終入店20時）
定休日◦月曜
☎６４-９０３１

忍シリーズ
日新薬品工業㈱
甲賀町田堵野８０-１
☎８８-４１５６
http://www.
nissin-yk.co.jp/

現代版忍者屋敷
リフォーム事業補助

を活用
新商品開発
事業補助
を活用

新商品開発
事業補助
を活用

新商品開発
事業補助
を活用

新商品開発
事業補助
を活用

瀬古酒造㈱
甲賀町上野１８０７
☎８８-２１０２　Ｆax８８-４１３０
http://www.sekoshuzo.co.jp/

皆さんに与えられた忍務

甲賀流忍者の魅力を発信せよ

# 甲賀流忍者　　# 忍者のまち甲賀
# 甲賀市　　# 忍者　　#NINJA

SNSで国内外へ拡散
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む
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平成３１年　甲賀市消防出初式
　新春恒例の出初式が１月１３日、消防団員をはじめ多数の関係者のもと晴れやかに行われました。
　団員６００人余りによる分列行進の後、あいこうか市民ホールでの式典が行われ、岩永市長から感謝状の贈
呈、表彰状の授与が行われ、最後に北尾団長の訓示がありました。式典後には、消防車両等によるパレード
に引き続き、各地域において一斉放水を行い、今年１年間災害のない年となることを祈念しました。
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柏
木
小
学
校
６
年　
宮み

や
ざ
わ澤　
倖こ

う

汰た

さ
ん

甲
賀
市
消
防
団
長
賞

消
し
た
よ
ね
　

　
　
家
族
み
ん
な
の

�

あ
い
言
葉

�

大
原
小
学
校
６
年　
大お

お
は
ら原　
詩う

た

乃の

さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
●　
危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係　
☎
６
９‐２
１
０
３　
Ｆax
６
３‐４
６
１
９

滋賀県消防協会　甲賀広域支部

２０１８ こども防火せんりゅう
　この日は、市内の小学６年生を対象に募
集した「夏休みこども防火せんりゅう」の表
彰式が併せて行われ応募 683 点の中から
優秀作品に選ばれた３人の児童に表彰状と
記念品が贈られました。

▶�

防
火
せ
ん
り
ゅ
う
で
表
彰
を

受
け
た
児
童
の
皆
さ
ん
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▼要介護認定を受けている方▼要介護認定を受けている方
■市の認定で障害者控除の申告可能■市の認定で障害者控除の申告可能
　平成３０年１２月３１日現在、障害者手帳などの交
付を受けていなくても、６５歳以上で、認知症や寝
たきりなど心身の状況が、一定の基準に該当する
場合は、 申請により「障害者控除対象者認定書」
の交付を受けると障害者控除の対象となります。

■おむつ使用証明書に代わる確認書の交付■おむつ使用証明書に代わる確認書の交付
　おむつ代の医療費控除を受けようとする方は、１
年目は主治医の「おむつ使用証明書」が必要です
が、２年目以降は、一定の基準に該当する場合は、
申請により「おむつ代の医療費控除証明必要事項
の確認書」で医療費控除の対象となります。

●�各申請は、旧支所である土山・甲賀大原・甲
南第一・信楽地域市民センターまたは長寿福
祉課まで提出してください。� �
　ご不明な点については、下記までお問い合
わせください。

▼年金保険料を納付されている方▼年金保険料を納付されている方
◆国民年金保険料の控除証明書◆国民年金保険料の控除証明書
　平成３０年中に国民年金保険料を納付された方に
は、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」が送付されますので、確定申
告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証
書を添付してください。
　控除証明書に関する照会、再発行の依頼につい
ては、下記までお問い合わせください。

平成３１年１月１日現在、甲賀市に在住

申告
不要

住民税
申告

申告
不要

住民税
申告

確定
申告

申告
不要

住民税
申告

確定
申告

住民税
申告

確定
申告

◦�

甲
賀
市
在
住
の
親
族
の
税
法
上
の

扶
養
に
な
っ
て
い
る

◦�

家
族
等
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

◦�

甲
賀
市
以
外
の
市
町
村
に
居
住

す
る
方
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

◦�

収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
の
公
的

年
金
等
の
み
で
あ
る

◦�

公
的
年
金
等
の
収
入
以
外
の
所
得

が
20
万
円
を
超
え
る

◦�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得

が
あ
り
、
そ
の
所
得
が
20
万
円

以
下
で
あ
る

◦�

給
与
の
受
給
が
１
カ
所
で
、
年
末

調
整
を
受
け
て
い
る

◦�

給
与
収
入
以
外
の
所
得
が
あ
り
、

そ
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

◦�

給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
る

◦�

給
与
収
入
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る

◦�

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
、ま
た

は
変
更
が
あ
る

◦�

所
得
金
額
よ
り
控
除
が
多
い
場
合

（
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
）

◦�

所
得
金
額
よ
り
控
除
が
少
な
い
場
合

（
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
）

平成３１年１月１日に在住の
市区町村で申告してください

所得税
住民税の 確

か く

定
て い

申
し ん

告
こ く

は３月
が つ

１５日
に ち

まで

２月１８日月～３月１５日金（土・日を除く）申告
期間

　所得税は、納税者が１年間の所得とその税額を計算して申告することとなっています。
　また、所得税の申告義務のない人や収入のない人でも、国民健康保険税の軽減や後期高齢者医療保険料
の算定、所得証明書等の交付などのため、住民税申告が必要となります。申告漏れとならないようご注意く
ださい。

申告が必要かどうかチェック申告が必要かどうかチェック

申告の持ち物をチェック申告の持ち物をチェック

簡易に判断する場合のフローチャートです。
ご不明な点は税務課までお問い合わせください。

スタート▶▶▶
ＹＥＳＹＥＳ NO

平成３０年中にどんな収入がありましたか？

収入なし 主に年金収入 主に給与収入
事業所得（農業・営業など）、
不動産所得、雑所得、一時
所得、利子所得、配当所得、
譲渡所得等がある場合

□①「マイナンバーカード」または、「通
知カード等の番号確認書類＋運転
免許証等の身元確認書類」

□②印鑑（認印）
□ ③収入がわかる書類
◦◦給与や年金の源泉徴収票（原本）
◦�◦�営業、農業、不動産の所得がある方は収
支内訳書� �
※（必ず事前に作成してください）

◦�◦�上記以外の所得がある方は、その所得を
証明する書類

□ ④控除の証明書等
◦�◦�社会保険料の証明書（国民年金保険料、
任意継続の健康保険料）

◦�◦�生命保険や地震保険料の控除証明書
◦�◦�医療費控除の明細書� �
（医療を受けた人・病院別に記載し、合計
額を記入してください）� �
※「医療費のお知らせ」でも可

◦�◦�セルフメディケーション税制の明細書（こ
の控除を受ける方は、通常の医療費控除
は受けられません）� �
※詳細は、市ホームページをご覧ください。
◦�◦�その他、受けようとする控除の必要書類

□ ⑤振替納税および還付が見込まれる場
合は、申告者本人の口座番号、金
融機関名、支店名がわかるもの、
金融機関の届出印

□ ⑥扶養控除等の判定のため、被扶養
者の所得のわかる書類

●�国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者
医療保険料の支払証明

　支払証明書は、
申告書に添付する
必要はありません。

● 問い合わせ ●　
長寿福祉課　介護保険係　☎ 69-2165　 Ｆax 63-4085

● 問い合わせ ●　日本年金機構ねんきん加入者ダイヤル
☎ 0570-003-004　☎ 03-6630-2525（ＩＰ電話用）

● 問い合わせ ●

水口税務署　☎ 62-0314（自動音声により案内）

information

インターネット申告インターネット申告
（e-Ｔax）も活用して（e-Ｔax）も活用して
くださいください

●●自宅からネットで申告
●●添付書類の提出省略
●● ２４ 時間受付

　1 月からＩＣカードリーダライタが無くても、ＩＤ（利用
者識別番号）とパスワード（暗証番号）を受けとれば、
国税庁ホームページからスマートフォンでも e-Ｔax で
確定申告ができます。
　インターネット申告やＩＤ、パスワードの発行について
は下記までお問い合わせください。

インターネット申告（e-Ｔax）が便利インターネット申告（e-Ｔax）が便利
～スマホ×確定申告　スマート申告始まる～～スマホ×確定申告　スマート申告始まる～

e-Tax のe-Tax の
メリットメリット
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つ

せ

つ

でで
市市しし

産産さ

ん

さ
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のの
木木も
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い
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っ

極極き
ょ
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き
ょ
く

的的て

き

て

き

にに
活活か

つ

か
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用用よ

う

よ

う

��

～
滋
賀
県
造
林
公
社
の
供
給
す
る
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
～

～
滋
賀
県
造
林
公
社
の
供
給
す
る
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
～

　
「
滋
賀
県
造
林
公
社
の
供
給
す
る
木
材
の
利
用
促
進
に

関
す
る
協
定
」を
12
月
19
日
に
、一
般
社
団
法
人
滋
賀
県

造
林
公
社
と
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、市
産
の
木
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た

い
当
市
と
、地
域
で
の
公
社
材
の
利
活
用
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
公
社
の
思
い
が
一
致
し
、締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
を
踏
ま
え
、今
後
も
当
市
で
は
、建
築
中
の

「
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
」な
ど
の
公
共
施
設
で
、市
産

の
木
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

職し
ょ
く

員い
ん

の
意い

識し
き

改か
い

革か
く

信し
ん

頼ら
い

回か
い

復ふ
く

に
向む

け
て

　
平
成
29
年
10
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
小
選
挙
区
に

お
い
て
、
開
票
に
お
け
る
不
適
正
処
理
に
よ
り
失
っ
た
市

民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
と
再
発
防
止
に
向
け
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
推
進
体
制
の
一
層
の
強
化
を

図
る
た
め
の
第
2
回
研
修
会
を
12
月
26
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
管
理
職
１
８
０
人
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

実
際
に
あ
っ
た
事
例
を
基
に
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
リ
ス
ク
の
特
定
、
分
析
、
評
価
、
対
応
等
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

～
第
２
回
不
祥
事
再
発
防
止
・
信
頼
回
復
に
関
す
る
組
織
の
危
機
管
理
研
修
会
を
開
催
～

～
第
２
回
不
祥
事
再
発
防
止
・
信
頼
回
復
に
関
す
る
組
織
の
危
機
管
理
研
修
会
を
開
催
～

●
問
い
合
わ
せ
●

　
総
務
課　
法
務
係

　
☎
6
9‐2
1
2
1　

 

Ｆax
6
3‐4
0
8
6

●
問
い
合
わ
せ
●
林
業
振
興
課　
林
業
振
興
係

　
☎
６
9‐２
1
９
７　

 

Ｆax
６
３‐４
５
９
２

▲�知事室にて協定書を交わした岩永市長と造林公社
理事長の三日月知事

　（仮称）甲賀市西部学校給食センターを水口町山上地先に建設
します。
　新たに建設される給食センターでは、水口・信楽地域の学校等
に給食を提供します。衛生管理のため作業ごとに区画が分けられ
た炊飯施設や調理場等のほか、アレルギー対応のための調理室
を設置します。また、２階には見学通路や研修室等を配置します。
　平成３２年（２０２０年）４月の稼動をめざし、工事を進めていき
ます。

２０２０年４月
稼動予定

（仮称）甲
こ う

賀
か

市
し

西
せ い

部
ぶ

学
が っ

校
こ う

給
き ゅ う

食
し ょ く

センター
建
け ん

設
せ つ

始
は じ

まる

所得税の確定申告・住民税申告相談日をチェック所得税の確定申告・住民税申告相談日をチェック
各地域に次の日程で相談日を設けましたので、申告会場をご利用ください。
受付時間　８時３０分～１１時３０分、１３時～１６時受付時間　８時３０分～１１時３０分、１３時～１６時

水口 土山 甲賀 甲南 信楽
会　場

受付日

水口社会福祉
センター　１階
福祉ホール（西側）

土山開発センター
２階

研修室２Ａ･２Ｂ

甲賀大原地域市民
センター

２階　会議室

甲南第一地域市民
センター

２階　大会議室
信楽伝統産業会館
３階　研修室

２月１８日（月）

申告相談日

申告相談日
※�2/18(月)～2/22(金)
は開催していません。

申告相談日 ※�2/18(月)～2/21(木)
は開催していません。

２月１９日（火）
２月２０日（水）

※�2/20(水)～3/5(火)
は開催していません。

２月２１日（木）
２月２２日（金）

※�2/22(金)～3/5(火)
は開催していません。 申告相談日

２月２５日（月）
申告相談日

２月２６日（火）
２月２７日（水）

※�2/27(水)～3/11(月)
は開催していません。

２月２８日（木）
３月１日（金）
３月４日（月）
３月５日（火）
３月６日（水）

申告相談日

申告相談日 ※�3/6(水)～3/15(金)
は開催していません。

３月７日（木）
３月８日（金）
３月１１日（月）

※�3/11(月)～3/15(金)
は開催していません。

３月１２日（火）
申告相談日３月１３日（水）

３月１４日（木）
３月１５日（金） ※�3/15(金)は開催していません。
○平成３１年１月１日現在、甲賀市に住民登録のある方を受付します。
○信楽伝統産業会館会場は、信楽地域市民センター西側駐車場をご利用ください。
○各会場では駐車場の台数が限られていますので、できるだけ公共交通機関等をご利用ください。

水口税務署からのお知らせ

　◦◦譲渡所得（土地や株式を売ったときの所得）のある申告
　◦◦住宅借入金等特別控除を初めて受ける申告
　◦�◦�事業（農業 ･営業等）による合計収入金額が１,０００万円以
上の申告

　◦◦雑損控除を受ける申告
　◦�◦�青色申告、消費税の申告、平成２９年分までの確定申告、
死亡者の申告（準確定申告）

　◦◦その他複雑な内容の申告

○下記の申告については水口税務署の申告会場（水口社会福祉センター１階　福祉ホール東側）で申告してください。

還付申告会場のご案内
　年金受給者および給与所得者および住宅借入金等特別控除（平成 30年中に入居された方）を受けられる方を対象に、還
付申告会場を開設します。
※�収入が「給与のみ」・「年金のみ」・「給与と年金のみ」の方が対象

開設期間 会場 受付時間
2月13日（水）～2月15日（金） 水口社会福祉センター

1階 福祉ホール　東側
９時30分～12時
13時～16時

※�お越しの際には、必要書類（源泉徴収票等）、本人確認書類、筆記用具、印鑑等（昨年確定申告された方は申告書の控え）
をご持参ください。

● 問い合わせ ● �〈住民税（市県民税）について〉　税務課　市民税係　☎ 69-2128　 Ｆax 63-4574
〈所得税について〉　　　　　　　水口税務署　☎ 62-0314（自動音声により案内）

※２月１２日までの平成３０年分の還付申告は、水口税務署で受け付けていますので、事前予約の上、お越しください。

information

● 問い合わせ ●教育総務課　学校給食係
☎ 69-2241　Ｆax 69-2293

※ただし、水口税務署の申告会場（水口社会福祉センター 1階 福祉ホー
ル東側）は、受付時間が 9時〜16時になりますので、ご注意ください。
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施
設
の
統
廃
合
は
一
定
必
要
。た
だ
し
、

一
極
集
中
で
は
な
く
、バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

一
極
集
中
で
は
な
く
、バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
ま
と
め
て
み
て
は
。

て
ま
と
め
て
み
て
は
。

A
「
一
極
集
中
型
」
で
は
な
く
、「
多
極
型
」

で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
旧
5
町

そ
れ
ぞ
れ
違
う
、
住
民
の
行
動
範
囲
、

買
物
、
医
療
機
関
の
配
置
な
ど
、
官
民

合
わ
せ
た
「
暮
ら
し
の
拠
点
機
能
」
と

し
て
考
え
ま
す
。

Ｑ 

年
齢
に
よ
っ
て
利
用
す
る
施
設
が
違
う

年
齢
に
よ
っ
て
利
用
す
る
施
設
が
違
う

の
で
、
例
え
ば
「
家
族
」
と
い
っ
た
視

の
で
、
例
え
ば
「
家
族
」
と
い
っ
た
視

点
で
議
論
し
て
は
。

点
で
議
論
し
て
は
。

A 

特
定
の
世
代
の
み
が
利
用
す
る
公
共
施
設

は
、
利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
世
代
で
利
用
で
き
る
機
能

を
複
合
化
す
る
こ
と
で
、
多
世
代
交
流

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
低
減
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
必
要
。

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
必
要
。����

コ
ミ
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
へ
。

コ
ミ
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
へ
。

A 

生
活
圏
か
ら
距
離
が
あ
る
な
ど
、
徒
歩

で
の
利
用
が
困
難
な
施
設
も
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
利
便
性
の
高

い
仕
組
み
に
変
え
て
い
き
ま
す
。一
方
で
、

高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
く
状
況
に
お

い
て
は
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
場
所
に

移
転
、
複
合
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

旧
町
単
位
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、

旧
町
単
位
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、

垣
根
を
越
え
て
検
討
し
て
は
。

垣
根
を
越
え
て
検
討
し
て
は
。

A 

地
域
に
よ
っ
て
は
、旧
町
単
位
で
は
な
く
、

町
域
を
跨
い
だ
公
共
施
設
利
用
の
ほ
う

が
利
便
性
の
高
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
公
共

施
設
の
統
廃
合
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ 

民
間
と
共
存
す
る
た
め
、
施
設
の
役
割

民
間
と
共
存
す
る
た
め
、
施
設
の
役
割

を
確
認
し
て
は
。

を
確
認
し
て
は
。

A 

過
去
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
後
、
民
間
事
業
者
が
参

入
す
る
な
ど
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
合

わ
な
い
施
設
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
お

願
い
す
る
な
ど
、
役
割
分
担
の
見
直
し

を
進
め
ま
す
。

Ｑ 

女
性
や

女
性
や
2020
～～
3030
代
の
若
者
の
考
え
や
思

代
の
若
者
の
考
え
や
思

い
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
、本
当
に
「
全

い
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
、本
当
に
「
全

市
民
」
で
今
後
の
甲
賀
市
を
考
え
て
い

市
民
」
で
今
後
の
甲
賀
市
を
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

A 

女
性
や
若
者
の
参
加
を
促
す
た
め
の

手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

「
オ
ー
ル
甲
賀
」
で
議
論
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
公
共
施
設
の
最
適
化
（
施

設
再
編
）
の
方
向
性
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
す
「
公
共
施
設
の
最
適
化

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
直
接
対
話
で
き
る
場
を
設
定

し
て
、
個
々
の
施
設
を
、
具
体
的
に

「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　今回のタウンミーティング（各地域ラウンド5会場）に参加いただいた２２７人のうち１８３人から回答をいただ
きました。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィン
グ

市
長
と
語
ろ
う
！

　
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
長
が
直

接
意
見
を
伺
う
場
と
し
て
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
財
政
見
通
し
」

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
後
、
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

各
地
域
ラ
ウ
ン
ド
、
ま
と
め
ラ

ウ
ン
ド
含
め
、
６
回
開
催
し
、

２
4
７
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

オール甲賀オール甲賀
でで

考える

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

次世代にツケを残す
深刻な問題だと思う

73％

無回答　3％
特に関心はない

0％

仕方のない
ことだと思う
24％

最小限必要な施設
のみを残していく
ことを考える
21％

無回答　3％
公共施設はまだ不足しているので、
今後も増やしていくことを考える

3％

今ある公共施設を
そのまま維持し、

古くなった場合は建替える
8％

公共施設の役割や効果を整理して、
市民ニーズや財政状況に
見合った内容に減らす

65％

民間のノウハウ（空き公共施設の有効活用など）
を活用し、人件費や運営コストを削減する

今ある建物を有効活用し、他の目的に転用するなど
して建替えなどの費用を抑える

複数の施設を１つの建物に集約して、
維持管理・更新費用を削減する

限られた財源を公共施設の維持や更新に充てるため、
公共施設以外の行政サービスの見直しや廃止などを行う

施設を利用している人の負担を増やす

施設の維持や更新にかかる費用を捻出するため、
市の借金を増やす

わからない

0（人） 20 40 60 80 100 120

タウンミーティングでのアンケート結果概要

ポ イ ン ト

回答者の７割以上が公共施設の老朽化や維持管
理費用の問題に危機感を感じています。

ポ イ ン ト
回答者の８割以上が公共施設の見直しはやむ
を得ないと考えています。

ポ イ ン ト
「既存建物の有効活用」や「民間活力の導入」
を選択された方が多く、少ないのは、「施設
を維持するため、借金を増やす」でした。

Ｑ  公共施設の老朽化が進み、今後必要
となる維持管理費をどう思いますか。

Ｑ  今後の公共施設の維持管理にか
かるコスト削減や財源確保を、
どのように進めるべきだと思い
ますか。（複数回答可）

Ｑ  今後の公共施設の整備や管理運営をど
のように進めるべきでしょうか。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
財
政
課　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

　
☎
６
９‐２
１
２
４

　 

Ｆax
６
３‐４
５
６
１

市
民
と
共
に
考
え
る

公
共
施
設
の

最
適
化
に
向
け
て
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皆
み な

さんのご意
い

見
け ん

を
募
ぼ

集
しゅう

します
（パブリック・コメント）

甲
賀
市
商
工
業
振
興
計
画
（
案
）

　
市
で
は
、
今
後
の
商
工
業
分
野
に
お
け

る
将
来
像
と
実
効
性
の
高
い
振
興
施
策
等

を
示
す
た
め
、「
甲
賀
市
地
域
産
業
振
興

基
本
条
例
」
に
基
づ
く
「
甲
賀
市
商
工
業

振
興
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、「
甲
賀
市
商
工
業
振
興

計
画
（
案
）」
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
意
見
の
募
集
期
間
】

２
月
１
日（
金
）～
３
月
２
日（
土
）

【
意
見
を
提
出
で
き
る
方
】

　
「
甲
賀
市
商
工
業
振
興
計
画
（
案
）」
に

関
し
、
意
見
等
を
提
出
す
る
意
思
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
意
見
書
（
閲
覧
場
所
に
て
取
得
可
能
）

に
記
入
の
う
え
、
各
閲
覧
場
所
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
公
表
の
方
法
】

　
商
工
労
政
課
、
旧
支
所
で
あ
る
土
山
、

甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
お
よ
び
信
楽
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧
（
開
庁
日
の
８

時
30
分
～
17
時
15
分
の
み
可
能
）

　
な
ら
び
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
い
コ

ム
こ
う
か
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
掲
載

【
意
見
の
取
り
扱
い
】

　
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
住
所
、
個

人
情
報
を
除
き
、
回
答
と
あ
わ
せ
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、

ご
意
見
等
を
提
出
さ
れ
た
方
へ
の
個
別
の

回
答
は
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
商
工
労
政
課　
新
産
業
振
興
係

　
〒
５
２
８‐８
５
０
２

　
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

　
☎
６
９‐２
１
８
７　
Ｆax
６
３‐４
０
８
７

　

koka10351000@
city.koka.lg.jp

information

information

快
適
に
な
っ
た
近
江
土
山
駅
を
拠
点
に

快
適
に
な
っ
た
近
江
土
山
駅
を
拠
点
に

新
名
神
高
速
道
路
を
利
用
し
た
南
草
津
駅
ま
で
の

直
通
ア
ク
セ
ス

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
新
名
神
高
速
道
路
を
利
用
し
て

土
山
か
ら
南
草
津
駅
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
直
通
便

を
一
日
4
往
復
運
行
し
、
大
津
・
京
阪
神
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
充
実
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
快
適

性
と
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た

め
駅
舎
の
改
築

工
事
を
行
い
ま

し
た
。
新
し
く

な
っ
た
駅
舎
の

待
合
室
に
は
エ

ア
コ
ン
を
完
備

し
、
一
年
を
通

じ
て
快
適
に
利

用
い
た
だ
け
る
土
山
地
域
の
公
共
交
通
の
拠
点
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
通
勤
、
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
お
買
い
物
な
ど
に
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◦
祝
卒
業
◦ 

甲
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を

甲
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を��

��
小
中
学
校
卒
業
生
へ

小
中
学
校
卒
業
生
へ

給
付
給
付

　
草
津
線
の
利
用
促
進
や
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
普
及
啓
発
を
目

的
と
し
て
、
今
春
小
中
学
校

を
卒
業
さ
れ
る
方
に
対
し
て

「
甲
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
」
を
給
付
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

■
給
付
対
象
者

　
平
成
31
年
３
月
に
小
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
市
内
在

住
の
児
童
・
生
徒
の
方

■
給
付
方
法

■
給
付
方
法　
市
内
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
は
、
在
籍
す
る
小
中
学
校
で
給
付
予
定
。

　
市
外
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
◦

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
調
査
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
調
査
員

　
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
利

用
者
の
増
加
を
め
ざ
し
、
実
際
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
た

乗
車
時
の
感
想
や
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
期
間

■
調
査
期
間

　
平
成
31
年
4
月
1
日
（
月
）
～
5
月
30
日
（
木
）（
内

20
日
間
以
上
）

■
調
査
内
容
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
条
件

■
調
査
内
容
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
条
件

①
9
時
～
15
時
の
間
に
乗
車
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
調
査

※
市
内
在
住
で
、
満
20
歳
以
上
の
方

②�

高
校
生
以
上
の
学
生
で
通
学
に
乗
車
い
た
だ
く
モ
ニ

使つ

か

い
や
す
い
地ち

域い

き

交こ

う

通つ

う

の
充じ

ゅ

う

実じ

つ

に
向む

け
て

　
市
の
公
共
交
通
は
、少
子
化
に
よ
っ
て
利
用
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、高
齢
に
伴
う
免
許
返
納
な
ど
に
よ
っ
て
移
動
手
段
へ
の
ニ
ー
ズ
が

　
市
の
公
共
交
通
は
、少
子
化
に
よ
っ
て
利
用
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、高
齢
に
伴
う
免
許
返
納
な
ど
に
よ
っ
て
移
動
手
段
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
鉄
道
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
誰
で
も
利
用
で
き
る
公
共
交
通
網
を
確
保・維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、マ
イ
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ラ
イ

　
今
後
も
鉄
道
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
誰
で
も
利
用
で
き
る
公
共
交
通
網
を
確
保・維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、マ
イ
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
暮
ら
し
の
一
部
に
な
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
化
す
る
よ

フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、鉄
道
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
暮
ら
し
の
一
部
に
な
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
化
す
る
よ

う
、市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

う
、市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

タ
ー
調
査

※�

市
内
在
住
も
し
く
は
市
内
の
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る

方
（
20
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

③
免
許
返
納
を
検
討
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
免
許
返
納

し
た
方
で
乗
車
い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
調
査

　
※
市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

※�

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
曜
日
・
時
間
帯
は
調
査
員
に
お

任
せ
し
ま
す
。

※
①
～
③
共
通

　
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
等
に
よ
り
Ｅ
メ
ー
ル
（
個

人
ア
ド
レ
ス
）
で
の
連
絡
等
が
可
能
な
方

■
募
集
定
員

■
募
集
定
員

　
①
～
③
で
各
先
着
10
人

■
応
募
〆
切

■
応
募
〆
切　
２
月
28
日
（
木
）

■
応
募
方
法

■
応
募
方
法

　
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
下
記
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
の
際
に
は
「
名
前
・
住
所
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

学
校
名
（
②
の
方
の
み
）、
バ
ス
の
利
用
頻
度
、
利
用
区

間
（
路
線
、
発
着
停
留
所
）、
応
募
動
機
」
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

■
そ
の
他

　
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
調
査
員
の
方
に
は
、
平
成
31

年
３
月
中
旬
頃
に
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

※�

選
考
結
果
は
連
絡
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
の
方
に
は
、
調
査
期
間
中
か
ら
使

用
い
た
だ
け
る
通
勤
定
期
券
（
３
ヵ
月
）
を
支
給
し
ま

す
。

▲新しくなった近江土山駅舎の全景

▲�甲賀市オリジナルＩＣＯＣＡカード

●
問
い
合
わ
せ
●

　
公
共
交
通
推
進
課　
公
共
交
通
推
進
係

　
☎
６
９‐２
２
１
５　

 

Ｆax
６
３‐４
６
０
１

　

koka10406000@
city.koka.lg.jp
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げん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかど

中学生が外国の文化を体験

仲間の声援を力にたすきをつなぐ

～ミシガン州中学生国際交流事業～

～甲賀市民駅伝競走大会～

　市内の中学２年生 １９ 人が、１月 １１ 日から １９
日までの間、市の姉妹都市である米国ミシガン州
３市（デウィット市、マーシャル市、トラバースシ
ティ市）へ派遣されました。
　この事業は、次代を担う中学生が外国の文化
を体験することで国際的視野を身に付け、異文
化を理解・尊重することの大切さを学ぶために実
施されています。
　生徒たちは、日本とは違うアメリカの授業の進

め方や学校の設備を体験した
り、ホームステイ先の家族と
楽しく過ごしたりと、とても貴
重な時間を過ごしました。

　甲賀市民駅伝競走大会が１月２０日、甲賀市陸
上競技場を発着点とする周回コースで開かれまし
た。
　当日は、小学生、中学生、高校生、マスターズの
それぞれ男女と一般男子の９部門に、計５８チーム
が出場しました。
　冷たい雨が降る中、選手たちはチームの仲間や

沿道から「ラスト頑張れ」
「追いつけるよ」と送ら
れた声援を力に仲間が
待つゴールへと精一杯
走っていました。

◀�アメリカの児童に折り鶴を教える
市中学生

◀�中学生女子一区、ゴール前で
競う選手ら

希望と幸せに満ち溢れた未来へ

福祉施設にケーキ１００個を贈呈

～甲賀市成人式～

～国際ソロプチミスト甲賀～

　甲賀市成人式が１月 １３日、あいこうか市民ホー
ルで開催され、７８５人の新成人が参加しました。
　新成人を代表して、田

た

嶋
じま

辰
しん

太
た

郎
ろう

さんと川
かわ

口
ぐち

真
ま

結
ゆ

子
こ

さんが「私たちのまち『こうか』で成人式
を迎えたことを誇りに思い、将来に希望を抱きしっ
かりとこれからの人生を歩みます」と誓いの言葉
を述べました。

　会場では、色鮮やかな
振袖や紋付袴、真新しい
スーツに身を包んだ新成
人の喜びの笑顔であふ
れていました。

　クリスマスケーキの贈呈式が１２月１９日、水口
センチュリーホテルで開かれました。
　この贈呈式は、国際ソロプチミスト甲賀が毎年
続けてきた活動で、今年で２５回目を迎えます。今
年も１６の福祉施設に１００個のクリスマスケーキ
が贈られました。
　贈呈された福祉施設の方からは「毎年クリスマ
スケーキをいただけるこの日を施設のみんなで楽

しみに待っていま
す」と喜びと感謝
の言葉が述べられ
ました。

◀�誓いの言葉を述べる田嶋さん
（左）と川口さん（右）

◀�施設の関係者らにクリ
スマスケーキを手渡す
山田会長（左）

■ソプラノ歌手をめざそうと思ったきっかけは？

　小学３年生から大学
まで音楽をしてきました
が、歌手になろうとは
全く思っていませんでし
た。大学を卒業して、５
年間音楽とは関係のな
い仕事をしていました。
２６歳のとき、自分にし
かできない仕事をした
いと思い、歌手をめざ
そうと思いました。

■�ザ・ファーストリサイタルのオーディ
ションに受かった時の気持ちは？
　オーディションでは、納得のい
く演奏ができなかったので、受
かった時はとても驚きました。３
月にもう一度演奏できる機会を得
られたことは嬉しく思いました。
　地元で昔から応援してくださっている皆さんに聴い
ていただきたいです。
■音楽（声楽）の魅力は？

　本番のときの高揚感が一番の魅力です。興奮して、
本番で練習と全く違うことをアドリブでしたり、本番が
終わると眠れなかったりすることがあります。音楽は
演奏者と観客がその時その場に一緒にいるからこそ、
感動や興奮を共有でき、そこが楽しいです。

であい

こうか

自分にしか
できないことを
仕事に

　今回は、県内在住の上位入賞者が出演権を得られるオーディショ
ンを見事勝ち抜き、3 月 23 日に行われる「ザ・ファーストリサイ
タル 2019」への出演が決定したソプラノ歌手の中西惠子さんに
お話を伺いました。

ソプラノ歌手　中
な か に し

西　惠
け い こ

子 さん

▲碧水ホールで演奏を披露する中西さん

▲オペラを熱演する中西さん

　今年で１１回目を迎える「伊賀上野・城下町の
おひなさん」は、「観る」、「食べる」、「体験する」
の３つのテーマで開催します。
　「観る」では、町家や商店などに新旧さまざまなひな人形が飾られ、
国史跡旧崇広堂には、伊賀焼・伊賀くみひもで作られたおひなさ
ん約２００点が展示されます。
　「食べる」では、ひな祭りをテーマにしたランチメニューやお菓子
の販売などがあり、「体験する」では、「こどもなりきりおひなさま」
やおひなさんの製作体験、雛見茶会と楽しいイベントが盛りだくさ
んです。
　また、着物でお越しの人にはうれしい特典がありますので、ぜひ
ご参加ください。

　伝統的な建物が並ぶ旧東海道「亀山宿」と
「関宿」の街道沿いに、江戸時代から現代ま
でのさまざまなおひなさまが飾られます。
　初日のオープニングセレモニーを始めと
して、期間中は「関宿おひなさま市」（３月２日
（土））など各種イベントが開催されます。
　受け継がれてき
た建物とおひなさ
まが作るまちなみ
をゆったり散策し
てみてはいかがで
しょうか。

◦と 　  き◦�２月23日（土）～３月３日（日）� �
※一部店舗では、２月16日（土）から開催しています。

◦と こ ろ◦�伊賀市上野本町通り周辺
◦アクセス◦�伊賀鉄道「上野市駅」下車すぐ
◦問い合わせ◦�伊賀市観光戦略課　☎0595-22-9670

◦と 　 き◦�２月９日（土）～３月３日（日）
◦と こ ろ◦�亀山宿…亀山市本町～布気町� �

関宿…亀山市関町木崎～関町新所
◦アクセス◦�亀山宿…ＪＲ亀山駅から徒歩15分� �

関宿…ＪＲ関駅から徒歩５分
◦問い合わせ◦�東海道のおひなさま亀山宿・関宿

実行委員会（亀山市観光協会内）　
☎0595-97-8877

情報交流広場

伊賀市

亀山市となりまち

い こ か
伊賀上野・城下町の
おひなさん

東海道のおひなさま　亀山宿・関宿
～伝統的な建物とおひなさまの調和～
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こうかまちかど特派員

特派員のペ ジ
まちかど

曽
そ だ

田　玲
れ い

音
楽
と
ダ
ン
ス
は
世
界
共
通
語

伝
統
料
理
で
各
国
の
文
化
を
知
る

　
今
回
の
国
ふ
ぇ
す
の
テ
ー
マ
は
「
B
e
a
t
！

M
e
e
t
！
E
a
t
！
」。
参
加
者
は「
音
」や

「
食
べ
物
」
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
国
の
人
や
文
化

と
の
「
出
会
い
」
を
共
に
楽
し
み
、
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歌
か
ら
始
ま

り
、
情
熱
的
な
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
バ
、
華
や
か

な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
舞
踊
、
優
美
な
ペ
ル
ー
の
マ

リ
ネ
ラ
、
奔
放
な
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
、
し
と
や
か

な
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
等
が
披
露
さ
れ
、
会

場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

音
楽
と
ダ
ン
ス
は
世

界
共
通
語
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
20
団
体
が
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、参
加
者
は
、介
護
や
防
災
ク
イ
ズ・

ゲ
ー
ム
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
留
学
生
に
よ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組

み
紹
介
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
揚
げ
春
巻

き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
カ
リ
ー
と
ス
マ
ト

ラ
カ
リ
ー
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
ジ
ナ
タ
ン
と
ハ
ロ
ハ

ロ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ー
キ
、
中
国
の
ニ
ラ
の
お
や

き
、韓
国
の
チ
ヂ
ミ
、ブ
ラ
ジ
ル
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
の
ブ
ー
ス
が

集
結
し
、
参

加
者
は
各
国
の

伝
統
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
言
葉
が
解

ら
な
く
て
も
そ

の
国
の
文
化
を

理
解
し
た
よ
う

で
し
た
。

チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
や
水
餃
子
も
好
評

中
国
出
身
主
婦
グ
ル
ー
プ“

 

中
華
結 ”

　
私
も
加
入
し
て
い
る
、中
国
出
身
主
婦
グ
ル
ー

プ
「
中
華
結
」
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ

イ
ナ
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
で
は
温
か
い
声
援
を
い
た
だ

き
、
水
餃
子
や
小
龍
包
は
「
美
味
し
い
！
」
と

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
一
同
、
毎

年
の
「
国
ふ
ぇ
す
」
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

互
い
の
文
化
の
違
い
を
こ
え
て

共
生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ

　
毎
年
恒
例
の
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
（
K
I
S
）
主
催
「
国
ふ
ぇ
す
2
0
1
8 

in 

K
O
K
A
」
が
12
月
９
日
、

碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
国
ふ
ぇ
す
」
は
、
甲
賀
市
に
住
む
日
本
人
と
外
国
人
の
住
民
が
、
お
互
い

の
国
の
伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▲華やかなチャイナドレスを着た「中華結」の皆さん

▲国ふぇすの準備と会場の様子

▲会場全体がみんなでダンス

甲賀消防甲賀消防ニュースニュース みんなのみんなの交通安全交通安全
（甲賀警察署）（甲賀警察署）

火災 救急 救助 その他

甲賀市 35件 3,800件 58件 569件
前年比 −29件 238件 −2件 335件

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

防災教育で地域防災の担い手を育成
　日本は自然災害が多い国であり、いつ・どこで・どん
な災害が起こるのか分かりません。そのため、大人だ
けではなく子ども達も災害の危険性を理解・予測し、自
らの安全を確保するための的確な思考や判断に基づ
く適切な意思決定や行動選択ができるよう、幼少期か
ら継続的な防災教育を受けておくことが大切です。
　みなさんも、家庭や子育ての中で、子どもの命を守
るために話し合い、消防署、教育機関、地域の消防団等
と連携しながら発達段階に応じた防災教育を行い、家
庭や地域における防災行動力を高めるとともに、将来
の地域防災の担い手を育成しましょう。

シートベルトは０円保険
　「シートベルトを着用していれば助かった」と思わ
れる事故が発生しています。
　全座席のシートベルト着用は義務であり、後部座席
についてもシートベルトを着用しなければなりません。
　運転者は、自身のシートベルト着用はもちろんの
こと、同乗者がシートベルト・チャイルドシートを着用
しているか確認をしましょう。
　同乗者は、必ず乗車した際にシートベルトを着用
しましょう。６歳未満の子どもには、体格に合ったチャ
イルドシート等を正しく使用し、大切な子どもの命を
守りましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 12月中

発生件数 241 261 -20 19
死者数 4 5 -1 1
負傷者数 298 312 -14 20

（平成30年12月末現在）
（平成30年12月末現在）

● 問い合わせ ●甲賀広域行政組合　消防本部　通信指令課
☎ 62-0119　Ｆax 62-3666　 fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

● 問い合わせ ●生活環境課　防犯交通対策係　
☎ 69-2143　Ｆax 63-4582

　

市
で
は
、一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
、宝
く
じ
の
収
益
金
に
よ
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、下
野
川
自
主
防
災
会
が
こ

の
助
成
事
業
を
活
用
し
、防
災
倉
庫

等
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
機

に
、地
域
の
防
災
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
更
な
る
結
束
力
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
）で
採

択
を
受
け
ら
れ
た
１
団
体
を
紹
介
し

ま
す
。今
後
、地
域
活
動
の
充
実
の
た

め
、下
記
の
備
品
を
活
用
さ
れ
ま
す
。

※�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、住
民

が
行
う
区・自
治
会
活
動
の
支
援

と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

に
、宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
を

財
源
と
し
て
区・自
治
会
等
に
助

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
黒
滝
区
自
治
会

■
黒
滝
区
自
治
会

　
助
成
金
額　
２
４
０
万
円

　
除
雪
機　
４
機

●
問
い
合
わ
せ
●　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　
☎
６
９‐２
１
１
３　

 

Ｆax
６
３‐４
５
５
４

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
を

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り

防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り

●
問
い
合
わ
せ
●　
危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係

　
☎
６
９‐２
１
０
３　

 

Ｆax
６
３‐４
６
１
９

下野川自主防災会が、
新たに整備した防災
倉庫▼

【甲賀市国際交流協会】
　KIS で は、2005 年 の
創立以来、市内に住むす
べての人がお互いの文化
の違いをこえて共生できる
まちづくりをめざし、「国
ふぇす」をはじめ多彩な事
業を展開しています。
● 問い合わせ ●

☎ Ｆax 63-8728
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あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

住民票等のコンビニ・多機能端末機�
での交付サービスの停止

お
知
ら
せ

入学支度金の手続きを忘れずに
ひとり親家庭等入学支度金

お
知
ら
せ

図書館システムの更新に
伴う休館

お
知
ら
せ

対象地域対象地域 ●●市内全域
　音声放送端末機と屋外拡声器
放送内容●放送前後にチャイムが鳴り、
『これはJアラートのテストです』な
どの放送が最大音量で流れます。

問 危機管理課　防災危機管理係
☎☎69−2103　Ｆax63−4619

　証明書交付システム改修のた
め、下記の日程ですべてのコンビ
ニ・多機能端末機で住民票等の証
明書交付サービスを停止します。
大変ご不便をおかけしますが、ご
理解ご協力をお願いします。
※�証明書が必要な方はお早めに
取得をお願いします。

日時日時 ●● �２月２６日（火）終日� �
２月２８日（木）１７時〜23時

問 市民課　市民窓口係
☎☎６９−２１３８　Ｆax６５−６３３８

　２０１９年度ごみカレンダーは、
区・自治会を通じて、２月中旬以降
に配布する予定です。
　また、生活環境課・各地域市民セ
ンター窓口でもお渡しするほか、
市ホームページにも掲載します。
　収集日程が変わる地域もあります
ので、日程の確認をお願いします。
問 生活環境課　廃棄物対策係 
☎☎69−2145　Ｆax63−4582

月２２日（金）まで休館となります。
問 水口図書館
☎６３−７４００　Ｆax６３−４７３７
土山図書館
☎６６−１０５６　Ｆax６６−１０６７
甲賀図書情報館
☎８８−７２４６　Ｆax８８−７００５
甲南図書交流館
☎８６−１５０４　Ｆax８６−１５０５
信楽図書館
☎８２−０３２０　Ｆax８２−３９２１

　牛、豚、鶏などの家畜の所有者
は飼養規模に関わらず、毎年２月１
日現在の家畜飼養状況等を県知
事へ報告することが義務付けられ
ています。
　これにより、下記の報告対象家
畜を、ペットも含め１頭（羽）以上飼
育されている方は、報告様式(滋賀
県家畜保健衛生所ホームページ
に掲載)に記入して、下記までご提
出ください。また、報告様式の取り
寄せや不明な点がありましたらお
問い合わせください。
報告対象となる家畜（小規模）や
ペットなど
◦◦牛・水牛・馬
◦◦鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし
◦�◦�鶏・あひる・うずら・きじ・ほろ
ほろ鳥・七面鳥・だちょう

提出先提出先 ●●滋賀県家畜保健衛生所
近江八幡市西本郷町２２６−１
☎☎０７４８−３７−７５１１
Ｆax０７４８−３７−４８２１
問 農業振興課　農業振興係
☎☎69−2193　Ｆax63−4592

日時日時 ●●2月20日（水）11時

　国がつくった、安心でお得な制度
です。商工会、商工会議所、金融
機関などで加入手続きができます。
特徴特徴 ●●２つのおトク
①�掛金は全額所得控除で、今日から
おトク。（月々の掛金は1,000 円
～ 70,000 円で自由に設定可能）
②�経営者の退職金として受け取れ、
未来もおトク。（共済金の受取り
時にも税制メリットがあります）

問（独）中小企業基盤整備機構
　共済相談室
☎☎050−5541−7171　

ＨＰhttp://www.smrj.go.jp/kyosai/

開催日開催日 ●●２月１８日（月）・１９日（火）・
２０日（水）・２１日（木）・２２日（金）

時間時間 ●●９時３０分～１６時
場所場所 ●●水口納税協会３階　会議室
定員定員 ●●事前予約制で各日先着１０人
料金料金 ●●無料
方法方法 ●●電話で下記まで※要申込
問 申 上杉会計事務所　上杉恵一 

（主催者　近畿税理士会水口支部）
☎☎６２−１２３１

講師 ●市スポーツ指導員
対象 ●市内在住・在勤・在学のいず
れかに該当する18歳以上の方
(高校生不可)

定員 ●先着１０人
参加費 ●1,100円（保険料含む）
申込締切 ●2月22日（金）
申込先 ●水口体育館・甲南Ｂ＆Ｇ海
洋センター・信楽体育館・文化ス
ポーツ振興課

問 甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎86−6971 Ｆax86−6984

日時 ●２月１４日（木）～２月２１日（木）
１０時～１６時（土日を除く６日間）

場所 ●シルバー連合会事務所（大
津市）他

内容 ●報告書やチラシ・ポップ作成
等に役立つパソコンの基礎を学
びます。

定員 ●２０人（受講者選考面接あり
　２月７日（木））

参加費 ●無料（交通費、昼食代は自
己負担）

申込締切 ●２月５日（火）
問 申 滋賀県シルバー人材センター連合会
☎０７７−５２５−４１２８

支給対象 ●2月1日現在で市内に
引き続き1年以上お住まいの方
（住民登録がある方）で、平成

日時・内容 ●

①2月19日(火)19時30分～21時
多文化共生の地域づくり
～外国人の人財・外国人を支え
る人財が活躍できる社会とは～
②2月26日(火)19時30分～21時
地域の共通語「やさしい日本語」
でコミュニケーション
③3月5日(火)19時30分～21時 
大人の日本語学習支援と子ども
への支援
④3月10日(日)13時30分～15時30分
「にほんご」でおしゃべりしなが
ら、いろいろな国の文化を知ろう

場所 ●自主活動センターきずな　
2階　会議室

定員 ●先着30人
受講料 ●甲賀市国際交流協会
　会員：無料　非会員：2,000円
申込方法 ●電話・メール・FAXで下
記まで

問 申 甲賀市国際交流協会事務局
☎ Ｆax0748-63-8728
mifa@mx.biwa.ne.jp

日時 ●3月1日～3月22日、毎週金
曜日、１０時～１１時（全４回）

場所 ●甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ２階
内容 ●ストレッチやバランスボール
などを使用した体幹トレーニング

31年4月に小学校、中学校に入
学される児童を養育しているひ
とり親家庭、もしくは両親のい
ない家庭の方。※所得制限はあ
りません。

申請期間 ●2月1日(金)～28日(木)
　※期間後の申請はできません
申請場所 ●子育て政策課（市役所2
階）、旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センター

  ※受付時間は、8時30分～17時
15分（土・日・祝日は除く）

支給額 ●小学校入学/5,000円
　中学校入学/10,000円
支給日 ●3月29日(金)予定
※対象者に個別通知は行いませ
ん。

※支給要件等詳しくは下記までお
問い合わせください。

問  子育て政策課　子育て政策係
☎69－2176 Ｆax69－2298

　システム更新作業のため、市内５
つの図書館すべてを下記の期間休
館します。
　返却は、ブックポストをご利用くだ
さい。期間中は、インターネットサー
ビスも停止します。また、資料の予
約・延長も受付できません。ご迷惑
をおかけしますがご了承ください。
休館期間休館期間 ●●３月１４日（木）～３月２１日
（木・祝）
※水口図書館・甲賀図書情報館は３

 
-『相続に関する無料相談会』開催のお知らせです- 

 日時 ２月１６日（土）  
      13:30～16:30  
 会場 甲南情報交流センター  

    忍の里・プララ ２Ｆ研修室 

    滋賀県大津市末広町 7番 5号 3☎０７７（５２５）１０９３ 

相談無料 

予約不要 

ニワトリやヤギ等を飼って
いる方は定期報告を

お
知
ら
せ

２０１９年度
ごみカレンダー配布

お
知
ら
せ

にほんごボランティア
養成講座

募
集

リフレッシュ運動教室募
集

2月20日 第4回全国瞬時警報
システム（Jアラート）の全国�
一斉情報伝達訓練を実施

お
知
ら
せ

税理士による
確定申告相談

相
談

　以前は、スプレー缶に穴を開けてからごみを出していただくことを
お願いしていましたが、穴を開けたことによる事故が全国的に発生し
ています。
　スプレー缶のごみ出しの際は、穴を開けていただく必要はありませ
ん。なお、可能な限り中身は使い切ってください。

問 生活環境課　廃棄物対策係
☎☎69−2145　Ｆax63−4582

穴を開ける必要なし
スプレー缶ごみの出し方

お
知
ら
せ

Pick
Up

「うれしい」が、すぐにはじまる
経営者の退職金
小規模企業共済制度

お
知
ら
せ

県内在住の５８歳以上対象
販売スタッフ技能講習

募
集
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かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール 

㈱ 水 口 福 祉 社
本社 甲賀市水口町高塚

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

日時 ●2月24日（日）10時～12時
場所 ●甲南ふれあいの館
内容 ●フジづるを編んでカゴを作
ります。

対象 ●小学生以上（小学生は保護
者同伴）

定員 ●先着15人
参加費 ●200円
申込方法 ●電話またはＦＡＸで下記
まで

問 申 甲南ふれあいの館
（月火休館・10時～17時）
☎ Ｆax86−7551

ホール、アルプラザ水口ほか
問 あいこうか市民ホール（月曜休館）
☎☎62−2626　Ｆax62−2625

第３回　フィリピン　
日時 ●２月１６日（土）１０時～１２時
場所 ●自主活動センターきずな
対象対象 ●●小学生
定員定員 ●●３０人
参加費 ●甲賀市国際交流協会
　会員 ： 無料　非会員 ： ５００円
持ち物 ●筆記用具
申込方法 ●電話で下記まで
申込締切 ●２月12日（火）
問 申 甲賀市国際交流協会
☎ Ｆax６３−８７２８

日時日時 ●●２月２４日（日）１３時開演（１２
時３０分開場）

場所場所 ●●あいの土山文化ホール
内容内容 ●●キッズダンスステージとゲス
トのヒップホップ・ジャズ

出演者出演者 ●●つちやまジュニアダンス
スクール・Dance studio gato

【ゲスト】KI€K A$$・a−k.neym・
ARTISTA・伊藤由利子&紅葉

【MC】ALISA
●●入場料／５００円
※全席自由・３歳以下無料（席が必
要な場合は有料）

前売所前売所 ●●あいの土山文化ホール、
あいこうか市民ホール、忍の里
プララ

問 申 あいの土山文化ホール（月曜休館）
☎☎６６−１６０２　Ｆax６６−１６０３

日時日時●●２月２４日（日） １４時３０分開演
（１４時開場）

場所場所 ●●あいこうか市民ホール
内容内容●●ラヴェル：ボレロ、ビゼー：歌劇
「カルメン」前奏曲、ヴェルディ：
歌劇「椿姫」ああ、そは彼の人か
～花から花へ　ほか

入場料入場料 ●●前売一般　１，３００円、
　１８歳以下または６５歳以上　�
１，０００円（当日　各２００円増）

前売所前売所 ●●あいこうか市民ホール、
忍の里プララ、あいの土山文化

日時日時 ●●２月１７日（日）１０時～１２時
場所場所 ●●隠岐集会所（甲賀町隠岐１１０５）
内容内容 ●●生産者の高齢化により、管理
が出来なくなりつつある竹やぶ
を借り受け、維持管理をされて
いる取り組みを紹介

講師講師 ●●恵みの里おき　大
おおたに

谷長
ちょう

一
いち

さん
定員定員 ●●先着２０人　参加費参加費 ●●１００円
申込方法申込方法 ●●電話またはＦＡＸで下記まで
申込締切申込締切 ●●２月１２日（火）
問 申 地域コミュニティ推進課
☎☎６９−２１１３　Ｆax６３−４５５４
　佐山地域市民センター
☎☎８8−8062　Ｆax８8−8063

日時日時 ●●２月２３日（土）１０時～１２時
場所場所 ●●希望ケ丘防災コミュニティセンター
内容内容 ●●（１）講演「小規模多機能自治
への取組み」

（２）まちづくりトーク（円卓会議体験）
「地域課題について考えよう」

講師講師 ●●希望ケ丘学区自治振興会　
会長　吉

よし

田
だ

　昌
まさ

孝
たか

さん
定員定員 ●●先着２０人　参加費参加費 ●●無料
申込方法申込方法 ●●電話またはＦＡＸで下記まで
申込締切申込締切 ●●２月１９日（火）
問 申 地域コミュニティ推進課
☎☎69−2113　Ｆax63−4554
　希望ケ丘地域市民センター
☎☎８６−０９６９　Ｆax８６−０９７６

参加費参加費 ●●無料
申し込み方法申し込み方法 ●●直接・電話・ＦＡＸで
下記まで

※ＦＡＸの場合、住所、氏名（保護者・
児童）、連絡先電話番号を明記

申込締切申込締切 ●●２月８日（金）
問 申 くすり学習館　　
☎☎88−8110　Ｆax70−3694

日時日時 ●●2月16日（土）13時30分～
17時（受付開始13時）

場所場所 ●●市役所　3F 会議室 301
内容内容 ●● 基調講演
「子どもたちの『好き』を伸ば
すために必要なこと」

ワークショップ
「あなたが『この活動（好きなこ
と）』を始める契機になったこと」

講師講師 ●●一般財団法人　大阪府青少
年活動財団　今

いま

井
い

　正
まさひろ

裕　氏
対象対象 ●●青少年活動団体の指導者、企
業、青少年活動に関心のある方など

定員定員 ●●先着５０人
参加費参加費 ●●無料
申込方法申込方法 ●●市内中央公民館・図書
館設置のチラシ裏面の申込書
を下記へ提出（ＦＡＸ、郵送可）

申込締切申込締切 ●●2月13日（水）
問 申 社会教育課　青少年育成係
〒528-8502　水口町水口6053番地
☎☎69−2248　Ｆax69−2293

日時日時 ●●２月９日（土）１４時～１５時３０分
場所場所 ●●公立甲賀病院　診療棟２階　講堂
内容内容 ●●講演テーマ：糖尿病を予防す
るために ～始めよう、生活改善～ 

講師講師 ●●公立甲賀病院内科医長
　村

むら

田
た

　幸
こう

一
いちろう

郎　氏
定員定員 ●●１２０人
参加費参加費 ●●無料
申込方法申込方法 ●●電話またはＦＡＸで下記まで
問 申 公立甲賀病院　地域医療連携部
☎☎６２−０２34　Ｆax６２−５２７３

日時日時 ●●2月10日（日）13時30分～16時
場所場所 ●●あいこうか市民ホール展示室
内容内容 ●●上

うえ

田
だ

洋
ようへい

平氏（滋賀県立大学
助教）をコーディネーターに迎
え、高齢者の記憶を描いたふる
さと絵屏風を前にして異分野の
専門家・県内の先行地・地域住
民との交流

※申込不要・参加費無料
問 歴史文化財課　普及活用係
☎☎69−2250　Ｆax69−2293

日時日時 ●●２月１０日（日）１０時～１２時
場所場所 ●●くすり学習館　
定員定員 ●●親子２０組（４０人）

村おこしグループ“恵みの里おき”
甲賀まちづくりサロン

催
し第67回公立甲賀病院健康講座催

し

小規模多機能自治への取組み
甲賀まちづくりサロン

催
し

Dance Recital2019
 in AINOTUCHIYAMA

催
し

びわこの風オーケストラ
定期演奏会

催
し

ふるさと絵屏風フォーラム
みんなで記憶の玉手箱を
開けましょう

催
し

親子ものつくり教室
第３回液晶オパールの
アクセサリー

催
し

甲賀市青少年活動セミナー
～青少年活動について一緒に
考え、実践しよう～

催
し

もっとゆたかに　～人権保障のとりくみ～

共に育ち、共に生きることが あたりまえであるために
　市内の保育園・幼稚園等では、０歳から就学前までの子どもたちに、
人格形成の基盤づくりとなる保育・教育を実施しています。
　子どもたちが初めて経験する社会が園です。園では、これから大人
になって社会の担い手となる子どもたちが夢をもち、自分も相手も尊
重する差別のない社会、豊かなつながりの中で生きる望ましい未来を
つくり出す力の基礎を培っています。
　例えば、自然や命あるものとの触れ合いや地域の人とのかかわりから、
思いやりの気持ちや豊かな感性を育み、外国のことを知る機会を通し、
互いを認め合う気持ちや態度を育てています。また、手で表現すること
ばである手話の歌や挨拶等を共に学ぶ機会を大切にしています。
　このように、市は、「いつもの暮らしにしあわせを感じるまち」の実現
に向け、子どもたちの成長を大切に見守っています。

● 問い合わせ問い合わせ ●　�保育幼稚園課　管理係　　☎69-2180　 Ｆax 69-2298�  
人権推進課　人権政策係　☎69-2148　 Ｆax 63-4554

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく

募
集

なつかしのふれあい体験教室
フジかごづくり

募
集
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毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
水
口
曳
山
祭

は
、
江
戸
中
期
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る

祭
り
で
、
甲
賀
で
唯
一
の
都
市
祭
礼
と

し
て
賑
わ
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
主
役

で
あ
る
曳
山
の
修
理
の
お
話
を
し
ま
す
。

　
行
事
と
し
て
の
水
口
曳
山
祭
は
、
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
町
を
巡
行

す
る
曳
山
十
六
基
は
市
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化

財
と
は
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
等
の
理

解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎

を
な
す
地
域
の
宝
で
す
。
修
理
の
際
は
、

当
時
と
同
じ
材
料
・
技
術
を
用
い
て
、

文
化
財
的
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
基
本
で
す
。
適
切
な
修
理
は
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
よ
り
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
曳
山
は
「
動
く
」
文
化
財

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
曳
山
に
は
多
く
の
囃は

や
し
こ

子
子
が
乗
り
、

方
向
転
換
の「
ギ
リ
マ
ワ
シ
」も
人
が
乗
っ

た
ま
ま
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文

化
財
と
し
て
の
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、「
安

全
性
」
に
も
配
慮
し
た
修
理
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、町
内
、専
門
家
、職
人
、

行
政
で
検
討
を
重
ね
、
と
も
に
よ
り
良

い
曳
山
修
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
曳
山

に
負
担
を
か
け
な
い
運
行
方
法
な
ど
の

検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
曳
山
の
適
切
な
保
護
は
、
地
域
の

誇
り
や
絆
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
現
在
、
曳
山
の
根
幹
で
あ
る
芯
棒
な

ど
の
修
理
の
た
め
、
天て

ん
　
じ
ん神

町
の
曳
山
が

水
口
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移

動
し
て
お
り
、
4
月
上
旬
の
地
渡
り
ま

で
河
内
町
の
曳
山
と
二
基
が
並
ぶ
姿
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
華

や
か
な
水

口
曳
山
祭

を
支
え
る

裏
側
を
垣

間
見
て
い

た
だ
く
こ

と
が
で
き

る
で
し
ょ

う
。

▲修理のため、水口中部コミュニティセン
ターに移動する天神町曳山

●
問
い
合
わ
せ
●

　
歴
史
文
化
財
課　
調
査
管
理
係

　
☎
6
9︲2
2
5
0　

Ｆax
6
9︲2
2
9
3

「
動
く
」
文
化
財
を

守
る
・
伝
え
る

〜
水
口
曳
山
の
修
理
事
業
〜

甲こ
う

賀か

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

歴史

● 応募先 ●　〒528-8502　水口町水口 6053番地
甲賀市役所　秘書広報課　広報広聴係
☎69-2101　Ｆax 63-4619　 koka10040200@city.koka.lg.jp

こうかの
魅力発見！ 子どもクロスワード子どもクロスワード

1

D

2 3

4

C
5

6

B
7

F E

８

A

　Ａ～Ｆに当てはまる文字を順番につなげた言葉
が答えです。
　答えが分かったら、郵便はがき・ＦＡＸ・Ｅメー
ルで①答え②住所③氏名④学年⑤広報こうかの
感想を書いて秘書広報課まで送ってください。締
切は２月１８日（月）です。正解者の中から抽選で
５人にプレゼントをお送りします。お楽しみに。

ヨコのカギ　
４　�マイナンバーカードのマスコットキャラクター○○○ちゃん（ヒント：Ｐ２８）
５　�新成人は、希望と幸せに満ちあふれた○○○があります
（ヒント：Ｐ１８）

６　�所得税・住民税の確定○○告は３月１５日まで（ヒント：Ｐ１０）
７　２�０１８こども防火せんりゅう　甲賀市長賞
　  ○○しまつ　あなたの他に　だれがやる　（ヒント：Ｐ９）
８　�甲南パーキングエリアには、○○者バーガー・○○術う
どん・○○者餃子が販売されています。（ヒント：Ｐ７）

タテのカギ
１　�２０２０年稼動予定の給食センターが、水口町○○○み地
先で建設が始まる（ヒント：Ｐ１３）

２　�山口県から移住してきたくノ一 ○○○○さん（ヒント：Ｐ５）
３　�渡辺俊経さんのひい○○○○○は、忍者だった（ヒント：Ｐ４）
６　�現代版忍者屋敷リフォーム事業補助を活用してできた古
民家れすとらん　○○夢庵（ヒント：Ｐ６）

１月１日号の
答えは

「オトシダマ」
でした。

甲賀市役所　〒５２８-８５０２ 甲賀市水口町水口６０５３番地� 
☎０７４８-６５-０６５０　Ｆax０７４８-６３-４086
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲賀市ホームページ 
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市 facebook ページ 
http://www.facebook.com/city.koka

市HP Facebook

「 広 報 こ う か 」が ホ ー ム ペ ー ジ で も ご 覧 い た だ け ま す

編集・発行

行政情報番組
「きらめきこうか」

市政情報や地域の催しなどを放映して
います。ぜひご覧ください。

【１日８回放送】
9時30分・１３時・１５時３０分・１７時�
１８時３０分・２０時３０分・２２時・２３時３０分
※きらめきこうか手話ダイジェストを毎日１９時
から放送しています。（１日・１６日更新）

学習情報番組
「とびだせ！わくわく学習室」
小学生を対象にした学習情報番組を、あいコム
こうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。

【時間】１７時３０分～１８時（３０分）
　　　（再放送　１９時３０分～２０時）

放送日 １月２８日～２月３日 ２月４日～２月１０日 ２月１１日～２月１７日

①10分 ４年生・理科 4- ④ ５年生・国語 5- ④ ６年生・国語 6- ④
自然のなかの水のすがた 敬語を適切につかおう！ 季節を感じて

②10分 ６年生・社会 6- ③ １年生・さんすう1- ④ ４年生・算数 4- ⑤
水口宿と土山宿 ずをつかってかんがえよう 分数

③10分 ５年生・英語 5- ④ ３年生・理科 3- ③ ５年生・社会 5- ③
私たちの卒業式 じしゃくにつけよう 私たちの生活と森林

2月2日～2月9日 2月9日～2月１6日

特集 忍者 働くならやっぱり甲賀
「東海精工株式会社」

エンディング 柏木保育園
さくらぐみ

柏木保育園
くまぐみ

※「特集」では広報こうかに掲載した記事を詳しく紹介します。
※番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により
番組内容を変更する場合があります。
問 秘書広報課　広報広聴係　☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９

問 学校教育課　学務係　☎６9-2243　Ｆax69-2293

あいコムこうか
光テレビ

※ご視聴にはあいコムこうか
光テレビ11チャンネルの有
料契約が必要となります。

番組ガイド

70

96

82

95

83

78

58

75

88

96

97

92

61

72

畑

勅 旨

西

神 山

江 田

長 野

神 山

宮 尻

黄 瀬

柞 原

多 羅 尾

黄 瀬

長 野

小 川

小　林　正　嗣
福　山　きぬゑ
岸之上　利　次
高　橋　惠美子
上　田　　　登
冨　岡　喜　六
直　村　　　清
大　谷　秀　夫
雲林院　チズ江
神　山　よしゑ
檜　原　アヤ子
覀　村　ミツ子
檜　原　鉄　裕
川　井　　　曉

お悔やみ（12月1日～ 31日届出分） 
届け出順（敬称略） ※希望者のみ掲載しています。

水
口
町

伊　藤　守　子
大　家　智　枝
井　上　豐　子
田　中　紀士男
福　原　滋　郎
林　田　　　治
安　井　絹　代
佐　治　佐　一
山　川　波　子
寺　村　　　孜
濱　田　てる代
上　坂　　　勇
杉　本　幹　二
木　田　千鶴子
鳥　元　マサエ

古　賀　キクヱ
米　倉　さかへ
水　 　國　春
福　本　幸　男

山　下　加津子
中　野　豊四郎
緩　利　いとゑ
中　島　治　雄
辻　　　英　敏
藤　川　信　子
覀　谷　ひさ
藤　橋　久　江
嶋　岡　嘉　子

菊　池　俊　子
御　﨑　　　豊
辻　林　　　種
小　林　洋　子
畑　中　善一郎
池　田　良　江
吉　川　まさ江
髙　橋　容　子
　山　　　薫
増　田　 　枝

83

94

81

71

86

87

82

92

97

81

86

98

95

60

95

93

96

93

74

49

85

89

73

78

84

92

95

76

68

83

84

89

78

83

88

83

87

98

新 城

神 明

名 坂

泉

本 町

下 山

春 日

八 坂

泉

城 内

北 内 貴

山

三 大 寺

牛 飼

貴 生 川

北 土 山

猪 鼻

鮎 河

大 河 原

上 野

油 日

滝

大 久 保

油 日

滝

滝

神 保

櫟 野

野 田

野 尻

寺 庄

池 田

深 川

寺 庄

寺 庄

希望ケ丘本町

杉 谷

深 川

土
山
町

甲
賀
町

名前 名前 名前年齢 年齢 年齢住所 住所 住所

広報こうか�
平成３1年（２０１9年）2月１日　Ｎｏ．３27　２０１9．2．１発行

窓口だより

信
楽
町

甲
南
町
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甲賀市の人口の推移
� Ｈ３０．12．３1現在
● 総数 �  90,977 （−51）人
● 男 �  45,402 （−16）人
● 女 �  45,575 （−35）人
● 世帯数 �  35,442（+2）世帯

※（　）内は前月比

働
は た ら

くならやっぱり甲
こ う

賀
か

このコーナーでは、働き方改革に率先して取り組む市内企業・
事業所・団体のイクボスを紹介します。

東海精工株式会社
代表取締役社長
青
あ お

木
き

 宗
そ う

市
い ち

 さん

　
若
い
社
員
や
女
性
社
員
が
増

え
て
い
る
の
に
加
え
、
社
員
み
ん

な
が
働
き
や
す
い
会
社
を
め
ざ

し
た
い
と
考
え
、
イ
ク
ボ
ス
宣

言
を
し
ま
し
た
。

　
当
社
は
従
来
か
ら
有
給
休
暇

を
取
得
し
や
す
い
社
内
風
土
で

す
が
、
加
え
て
宣
言
後
は
、
お

客
様
は
も
と
よ
り
社
員
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
営
業
努
力

と
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
現
場
へ
の

負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
た
結

果
、
大
幅
な
時
間
外
労
働
の
削
減
に

成
功
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
は
仕
事
や
社
内
行
事

な
ど
を
社
員
が
自
ら
考
え
て
行
動
す

る
こ
と
を
奨
励
し
て
お
り
、
み
ん
な

が
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
と
な
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
当
社
は
一
人
の
社
員
が

工
場
内
の
複
数
の
作
業
が
で
き
る
よ

う
多
能
工
化
を
進
め
て
お
り
、
他
の

部
署
へ
の
応
援
や
欠
勤
者
対
応
な
ど

が
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
社
員
の

成
長
と
生
産
性
の
向
上
を
促
す
と
と

も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
休

み
を
取
れ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。

社
員
か
ら
一
言

　
仕
事
と
育
児
・
介
護
な
ど
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、
社
内
管
理
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
在
宅
勤
務
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
く
れ
る
な
ど
、
社
員

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
考
え

て
く
れ
る
頼
も
し
い
イ
ク
ボ
ス
で
す
。

マイナちゃんからのお知らせ
マイナンバーカードで各種証明書
がコンビニで取得できます。（取得
できる証明書はご確認ください。）

●問い合わせ●  市民課　☎６９‐２１３８　Ｆax６５‐６３３８

２月の延長窓口は 5日、12日、19日、26日です。
　毎週火曜日は市役所市民課で、戸籍・住民票・税証明などの
証明書発行、印鑑登録等を19時まで行っています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応
できる内容については右記までお問い合わせください。

イ
ク
ボ
ス
と
は

職
場
で
共
に
働
く
部
下
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
る
上
司
の
こ
と
で
す
。
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今月のイクボス

▲東海精工株式会社の皆さん
自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の

少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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日に

本ほ

ん

遺い

産さ

ん

を
巡め

ぐ

る

～
リ
ア
ル
忍
者
を
求
め
て
～
編

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
忍
者
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化

財
を
紹
介
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
代
官
を
勤
め
て
い
た
多
羅

尾
氏
の
役
所
跡
で
、
石
垣
や
庭
園
跡
が
残
り
ま
す
。

多
羅
尾
家
は
、
徳
川
家
康
の
神
君
伊
賀
越
え
の
際

に
、
家
康
を
護
衛
し
た
功
績
に
よ
り
、
幕
末
ま
で

代
官
に
取
り
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

多
羅
尾

代
官
陣
屋
跡

（
市
指
定
史
跡
）

日本遺産シンポジウム

『家康決死の逃避行 ―影で支えた伊賀・甲賀の忍者たち―』
◦日時◦２月２３日（土）１３時～１６時
◦場所◦忍の里プララ
◦内容◦
■基調講演�  
 「忍びの国と神君伊賀甲賀越え」

　講師　藤
ふじ

田
た

　達
たつ

生
お

氏
　　　　（三重大学教育学部教授）
■基調対談『忍びの国の魅力』

　和
わ だ

田　竜
りょう

氏（小説家・脚本家） × 藤田　達生氏
■パネルディスカッション
申し込み・詳細は、下記ホームページをご覧ください。
http://shinobinosato.com/

● 問い合わせ ●　忍びの里伊賀甲賀忍者協議会（甲賀市観光企画推進課内）
☎ 69-2191　Ｆax 63-4087

旬の

みどころ

▲� 『のぼうの城』で
おなじみの小説家・
脚本家　和田竜氏

▲三重大学教授
　藤田達生氏


